
 

本
格
化
す
る
情
報
化
投
資

　

世
界
経
済
は
、
高
成
長
を
続
け
る
米
国
経
済
が
牽

引
し
、
緩
や
か
な
が
ら
安
定
し
た
拡
大
傾
向
を
維
持

し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
核
に
し
た
通
信
・

情
報
需
要
が
そ
の
原
動
力
で
あ
る
。

　

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
革
命
を
背
景
に
し
た
情
報
・

通
信
需
要
は
、
経
営
の
効
率
化
、
生
産
性
向
上
お
よ

び
物
価
の
抑
制
を
通
じ
て
世
界
経
済
を
活
性
化
さ
せ

る
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
す
る
見
方
が
強
い
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
の
拡
大
に
対
応
し
た
企
業
の
情

報
・
通
信
関
連
の
投
資
は
活
発
で
あ
る
。

　

我
が
国
も
、
半
導
体
、
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
等

の
情
報
通
信
関
連
産
業
を
中
心
に
景
気
回
復
の
兆
し

が
見
え
て
き
た
。
バ
ブ
ル
崩
壊
以
後
停
滞
を
続
け
て

い
た
が
、
よ
う
や
く
Ｉ
Ｔ
革
命
に
経
済
再
生
の
活
路

を
見
い
だ
し
、
官
民
と
も
に
情
報
化
投
資
に
本
格
的

に
乗
り
出
し
た
（
図
１
）。

　
「
平
成
十
一
年
版
通
信
白
書
」（
郵
政
省
）
に
よ
れ

ば
、
平
成
十
年
度
の
我
が
国
の
Ｅ
Ｃ
（
電
子
商
取
引

※
）
市
場
規
模
は
二
兆
五
千
九
百
七
十
九
億
円
で
あ

る
。
う
ち
最
終
消
費
財
市
場
は
千
六
百
六
十
五
億
円

で
あ
る
が
、
Ｂ
―
Ｂ
（
企
業
間
商
取
引
）
で
あ
る
原

材
料
取
引
市
場
は
二
兆
四
千
三
百
十
四
億
円
以
上
の

規
模
と
さ
れ
る
。

　

Ｂ
―
Ｂ
市
場
は
、
今
後
も
急
速
に
拡
大
し
て
い
く

も
の
と
み
ら
れ
、
二
〇
〇
三
年
に
は
六
十
八
兆
円
の

市
場
規
模
に
成
長
す
る
と
の
予
測
も
あ
る
。

　

我
が
国
に
お
け
る
情
報
化
投
資
は
、
Ｅ
Ｃ
市
場
の

成
長
と
と
も
に
拡
大
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

積
極
的
な
情
報
化
へ
の
取
り
組
み

　

こ
の
よ
う
な
全
国
的
な
情
報
化
投
資
の
盛
り
上
が

●　
「
情
報
化
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果
よ
り
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「情報化に関するアンケート」結果より

荘銀総合研究所研究員　齋藤　亜紀　

　本格的な情報化時代を迎え、企業の経営戦略の再構築が求められている。荘銀総合研究所は県内企

業を対象に情報化対応のアンケート調査を行った。

※
Ｅ
Ｃ
（
電
子
商
取
引
）
と
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
に
お
い
て
、
取
引
か

ら
資
金
決
済
ま
で
同
時
に
処
理
す
る
シ
ス
テ

ム
。
個
人
と
企
業
、
企
業
と
企
業
の
間
の
商
取

引
や
決
済
な
ど
を
電
子
化
し
て
行
う
。

図１　情報化投資の成長推移

出展：郵政省「平成11年版通信白書」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２年＝100）
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り
の
中
で
、
県
内
企
業
の
情
報
化
の
現
状
、
お
よ
び

今
後
の
動
向
を
把
握
す
る
た
め
、
当
研
究
所
で
は
今

年
二
月
、
県
内
一
千
社
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
（
有
効
回
答
三
百
六
十
八
社
、
回
答
率

三
六
・
八
％
）。

　

情
報
関
連
機
器
の
導
入
状
況
を
み
る
と
、「
携
帯
電

話
」、「
パ
ソ
コ
ン
」、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」、「
電
子

メ
ー
ル
」
は
、
六
〇
％
を
越
え
る
導
入
率
と
な
っ
て

い
る
（
図
２
）。

　

な
か
で
も
、
携
帯
電
話
の
導
入
率
は
九
二
・
九
％

と
企
業
内
外
に
お
け
る
情
報
伝
達
ツ
ー
ル
と
し
て
定

着
し
て
い
る
。

　

次
い
で
パ
ソ
コ
ン
が
八
八
・
三
％
で
あ
り
、
業
種

別
に
み
て
も
ほ
と
ん
ど
差
は
な
い（
図
３
）。
パ
ソ
コ

ン
は
携
帯
電
話
と
と
も
に
企
業
に
お
け
る
情
報
機
器

の
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
六
四
・
九
％
の
企
業
が
既
に
電
子
メ
ー
ル

を
利
用
し
て
お
り
、「
今
後
電
子
メ
ー
ル
の
導
入
を
予

定
し
て
い
る
」
と
合
わ
せ
る
と
、
八
〇
％
に
達
す
る
。

取
引
先
と
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て

需
要
が
高
い
。

　

前
回
の
調
査
（
平
成
十
年
六
月
）
と
比
較
す
る
と
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
は
三
五
・
五　

、「
電
子
メ
ー

ル
」
は
三
四
・
四　

、「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
は
一
五
・

五　

増
加
し
、
企
業
の
情
報
化
の
急
速
な
進
展
が
う

か
が
え
る
（
図
４
）。 

●　

情
報
化
を
中
核
と
し
た
経
営
戦
略
の
再
構
築
を

23

図２　情報機器の導入状況

図４　導入状況の比較 ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

図３　パソコンの業種別導入率
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情
報
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
「
特
に
重
要
」
ま

た
は
「
比
較
的
重
要
」
と
答
え
た
企
業
は
九
〇
％
を

超
え
て
い
る
。
ま
た
「
特
に
重
要
」
は
、
小
売
業
で

高
い
こ
と
に
注
目
し
た
い
（
図
５
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
高
い
情
報
機
器
の
導
入
率
と
情
報

化
に
お
け
る
意
識
の
高
さ
は
、
企
業
の
情
報
化
推
進

の
積
極
的
な
姿
勢
の
表
れ
と
い
え
る
。 

「
資
金
と
人
」
が
課
題

　

情
報
化
を
推
進
す
る
際
の
問
題
で
は
、「
導
入
時
の

資
金
面
で
の
負
担
が
大
き
い
」
が
四
六
・
一
％
、「
情

報
機
器
を
使
え
る
人
材
が
不
足
し
て
い
る
」が
四
四
・

九
％
で
あ
る
（
図
６
）。

　

資
金
と
人
材
が
情
報
化
推
進
上
の
大
き
な
障
害
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

例
え
ば
、
情
報
機
器
を
外
部
委
託
に
よ
り
シ
ス
テ

ム
と
し
て
本
格
的
に
導
入
す
る
場
合
、
そ
の
負
担
は

大
き
い
。
情
報
機
器
の
導
入
効
果
に
対
す
る
経
営
者

の
価
値
観
の
問
題
も
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
資

金
面
の
負
担
が
最
大
の
課
題
と
い
え
る
。

　

人
材
面
で
は
、
前
回
の
調
査
に
お
い
て
「
人
材
不

足
」
は
三
〇
・
〇
％
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
一
四
・

九　

増
加
し
、
状
況
は
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
人
材
不
足
を
補
う
た
め
外
部
に
委
託
す

れ
ば
、資
金
面
の
負
担
に
つ
な
が
る
こ
と
に
も
な
る
。

　

情
報
化
に
お
け
る
担
当
者
の
育
成
方
法
は
「
担
当

者
に
任
せ
て
い
る
」
が
四
四
・
六
％
で
高
い
。

　

人
材
の
確
保
が
情
報
化
推
進
の
も
う
ひ
と
つ
の
課

題
と
い
え
る
。 

●　
「
情
報
化
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果
よ
り

24

図５　情報化への取り組み

図６　推進化の問題（複数回答）

図７　担当者の育成方法 ポ
イ
ン
ト
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既
に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
子
メ
ー
ル
・
自
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
利
用
し
て
い
る
企
業
の
導
入
効

果
を
み
る
と
、
三
〇
％
以
上
の
企
業
が
「
何
ら
か
の

効
果
が
あ
っ
た
」
と
答
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら

半
数
近
く
の
企
業
は
、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
と

み
て
い
る
（
図
８
）。

　

こ
れ
ら
の
導
入
に
対
す
る
効
果
を
確
認
す
る
に
は

や
や
時
間
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。 

今
後
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用

　

今
後
、
企
業
の
情
報
化
へ
の
取
り
組
み
は
、
さ
ら

に
事
務
処
理
の
効
率
化
・
省
力
化
を
進
め
て
い
く
事

と
同
時
に
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
」
し
、
よ
り
高

度
な
情
報
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う

二
つ
が
中
心
に
な
ろ
う
（
図
９
）。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
の
例
と
し
て
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
ツ
ー
ル
の
拡
大
、
電
子
メ
ー
ル

で
の
情
報
交
換
、
企
業
Ｐ
Ｒ
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ

ら
に
そ
こ
か
ら
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま

れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

経
営
戦
略
の
再
構
築
へ

　

県
内
経
済
も
情
報
通
信
関
連
を
中
心
に
景
気
の
回

復
感
が
広
が
っ
て
お
り
、
県
内
企
業
の
情
報
化
へ
の

取
り
組
み
も
積
極
的
で
あ
る
。

　

本
格
的
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
の
構
築
を
前

に
、
ネ
ッ
ト
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
規
制
緩
和
お
よ
び

各
種
優
遇
税
制
の
促
進
を
期
待
し
た
い
。

　

Ｅ
Ｃ
市
場
を
中
核
と
し
た
い
わ
ゆ
る
ネ
ッ
ト
ビ
ジ

ネ
ス
は
、
今
後
急
速
に
拡
大
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
に
よ
っ
て

既
存
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
企
業
、
関
連
企
業
と
い
っ

た
従
来
か
ら
の
系
列
関
係
で
守
ら
れ
て
き
た
、
い
わ

ば
安
定
し
た
企
業
間
取
引
は
薄
ら
ぎ
、
業
態
を
超
え

た
企
業
間
取
引
が
本
格
化
す
る
事
も
考
え
ら
れ
る
。

　

企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
が
年
々
厳
し
さ
を
増

す
中
、
情
報
化
に
対
す
る
取
り
組
み
が
今
後
の
企
業

経
営
を
大
き
く
左
右
す
る
。

　

県
内
企
業
に
と
っ
て
も
情
報
化
投
資
が
今
後
の
生

き
残
り
の
カ
ギ
で
あ
る
。
情
報
化
の
目
的
を
明
確
化

し
、
事
務
の
効
率
化
だ
け
で
は
な
く
、
組
織
、
企
業

間
の
関
係
等
を
含
め
た
経
営
戦
略
の
再
構
築
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

●　

情
報
化
を
中
核
と
し
た
経
営
戦
略
の
再
構
築
を
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図９　今後取り組みたいこと（複数回答）

図８　導入の効果
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